
　竹田さん熊本へ帰郷の送別会
毎月1回大井町会開催の地『紅とん』で盛大にかつしめやかに行われました。

　　　　積もる雪に足をとられ、苔を見てこけた話に花が咲き、それでもコケッコーな想い出でした。

　　　　大井町会は６人とそれをとりもつお酒が、お酒だけが固い絆でした。

平成26年10月8日



　　　　　　竹田さん（奥さんのみたてに大喜び）から謝礼をいただきました

　　　　竹田さんへの寄せ書きの布地は古川お母さん（85歳）手製のものです

　　　　　　寄せ書きを持っていつものポーズ　　『あいよっ！』懐かしい小島店長



町田会歌『坊がつる賛歌』歌詞を教訓として歌い続ける

人は石垣　人は城　情け味方　仇は敵　仇は敵　唄うは本家本元竹田節

誰も知らない聴いたことのない歌を熱唱、一人ご満悦恋歌

『神田川』『旅人』『岬めぐり』『学生街の喫茶店』と70年フォークを歌い続けました



最後はみんなで竹田節と寄せ書きが一緒に肩組合って『坊がつる賛歌』を合唱

 

 


